
福岡県行政不服審査会における調査審議の流れ

１ 福岡県行政不服審査会の役割
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行政不服審査会は、必要があると
認める場合には、行政不服審査法の
規定に基づき、
・審査関係人への主張書面等の
求め
・適当と認める者への事実の陳述
又は鑑定の求め
・その他必要な調査
を行うことができる。

○ 行政不服審査法（平成26年法律第68号）第81条により設置される、法律・行政に関する有識者からなる
知事の附属機関。
○ 行政処分等に係る審査請求について、審査庁である知事から諮問を受けて、
審理員が行った審理手続の結果を基に、審理員が行った審理手続の適正性や、法令解釈の妥当性を含め、
審査庁がしようとする裁決の判断の妥当性を第三者の立場からチェックする役割を担う。
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２ 基本的な調査審議の流れ

審査庁からの
諮問
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（答申の方向性決定）
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※ 事務局から委員
あてに関係資料を
事前送付

※ 審査請求人にも
答申の写しを交付必要に応じ、第２回以降も

調査審議を実施する場合あり

３ 生活保護基準改定に係る審査請求の調査審議

○ 迅速かつ公正な審議を図るため、生活保護の基準改定に係る審査請求については、処分庁、審査請求
日及び審査請求の趣旨等が同一であるものを一括りにして諮問を受ける。

○ 一括りにしてなされた諮問ごとに、各部会に割り振りを行い、各部会において調査審議を行う。


